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7

日 立
紀 行

　
Ｊ
Ｒ
日
立
駅
よ
り
車
で
十
数
分
、
市
街
地
を
抜
け
た
山
の
中
腹
に
、
日
鉱
記
念
館

を
訪
ね
た
。
こ
の
記
念
館
は
、
１
９
０
５（
明
治
38
）年
に
久
原
房
之
助
が
、
江
戸
時
代

か
ら
細
々
と
開
発
さ
れ
て
い
た
赤
沢
銅
山
を
買
収
し
、
日
立
鉱
山
と
し
て
開
業
し
た

跡
地
に
立
つ
。
開
業
か
ら
わ
ず
か
数
年
に
し
て
足
尾
・
小
坂
・
別
子
と
並
び
四
大
鉱

山
の
一
つ
と
称
さ
れ
る
ま
で
に
成
長
し
た
日
立
鉱
山
は
、
１
９
８
１
年
の
閉
山
ま
で

76
年
間
に
わ
た
り
、
工
業
都
市
・
日
立
の
発
展
お
よ
び
日
本
の
近
代
化
、
そ
し
て
経

済
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。

　

日
鉱
記
念
館
を
訪
ね
る
と
、
そ
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
の
背
景
に
、
鉱
山
開
発
の
近

代
化
に
対
す
る
久
原
の
あ
く
な
き
取
り
組
み
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

い
ち
早
く
削
岩
機
を
取
り
入
れ
た

こ
と
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
試し

錐す
い

機（
ボ
ー
リ
ン

グ
の
た
め
の
機
械
）を
採
用
す
る
な
ど
し
て

新
鉱
床
を
次
々
に
発
見
し
た
こ
と
、
助

川
駅（
現
・
日
立
駅
）・
大
雄
院
製
錬
所
間

の
専
用
線
を
は
じ
め
、
坑
内
や
製
錬
所

構
内
に
電
車
を
走
ら
せ
る
と
と
も
に
、

竪
坑
に
電
動
の
昇
降
機
を
設
置
し
て

採
掘
し
た
鉱
石
や
人
を
迅
速
に
輸
送
し
た
こ
と
、
名め

い
さ
つ刹

・
大
雄
院
の
跡
地
に
大
規
模

な
製
錬
所
を
設
け
、
国
内
の
他
の
鉱
山
か
ら
の
鉱
石
も
併
せ
て
生な

ま

鉱こ
う

吹ぶ
き

と
い
う
生
産

効
率
の
高
い
方
法
で
製
錬
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と—

—

館
内
で
は
そ
う
し
た
当

時
の
新
技
術
の
数
々
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
ら
の
鉱
山
機
械
の
導
入
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
が
、
電
力
の
確
保
だ
。
採

鉱
・
製
錬
・
輸
送
の
電
化
の
た
め
相
次
い
で
発
電
所
が
建
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
発

電
所
建
設
に
従
事
し
た
の
が
、
日
立
製
作
所
の
創
業
者
・

小
平
浪
平
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
石
岡
発
電
所
は
国
内
有

数
の
４
０
０
０
kW
級
の
出
力
を
誇
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ

た
。
小
平
は
電
力
確
保
の
一
方
、
日
立
鉱
山
の
工
作
課
長

と
し
て
諸
設
備
の
機
械
化
を
推
し
進
め
た
。
設
置
し
た
機

械
の
修
理
を
手
が
け
な
が
ら
電
気
機
械
の
国
産
化
を
志
し
、

１
９
１
０（
明
治
43
）年
に
は
５
馬
力
電
動
機
を
完
成
さ
せ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
改
め
て
、
坑
内
の
排
水
ポ
ン
プ
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
削
岩
機
、
溶
鉱
炉

の
送
風
機
な
ど
、
鉱
山
開
発
の
た
め
の
技
術
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
面
白
い
。
ポ
ン

プ
や
モ
ー
タ
ー
な
ど
は
今
も
日
立
の
主
力
製
品
だ
し
、
電
車
や
昇
降
機（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）

も
ま
た
し
か
り
。
小
平
は
、
１
９
２
０（
大
正
９
）年
に
は
久
原
鉱
業
か
ら
独
立
し
た
が
、

そ
の
技
術
の
源
泉
は
１
０
０
年
近
く
を
経
た
現
代
に
も
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
の
だ
。

　

ち
な
み
に
、
久
原
は
社
宅
や
供
給

所
、
学
校
、
病
院
、
娯
楽
施
設
な
ど

を
建
設
し
、
鉱
山
従
業
者
の
生
活
水

準
向
上
に
も
力
を
注
い
だ
が
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
も
ま
た
、
斬
新
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
も
う
一
つ
日
立
鉱
山
で
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
左
写
真
の

大
煙
突
の
存
在
だ
。
こ
の
煙
突
は
、
日
立
鉱
山
の
銅
製
錬
で
発
生
す
る
亜
硫
酸
ガ
ス

に
よ
る
煙
害
対
策
の
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
。
こ
の
煙
突
に
よ
り
、
亜
硫
酸
ガ
ス

は
上
空
に
拡
散
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
１
９
１
４（
大
正
３
）年
の
建
設
当
時
は
高
さ

１
５
５・７
m
の
高
さ
を
誇
り
、
農
作
物
や
山
林
へ
の
煙
害
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。
１
９
９
３
年
、
老
朽
化
の
た
め
下
部
３
分
の
１
を
残
し
て
突
然
倒
壊
し
た
が
、

現
在
も
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
の
施
設
の
一
部
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
「
公
害
問
題
は
常
に
新
し
い
。
そ
れ
は
、
人
類
に
背
負
わ

さ
れ
た
十
字
架
に
も
似
て
い
る
」と
は
久
原
の
遺の

こ
し
た
言
葉

だ
が
、
環
境
問
題
へ
取
り
組
む
姿
勢
も
ま
た
、
現
代
社
会

に
引
き
継
が
れ
た
久
原
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
一
つ
で
あ
る
。

竪坑鉱石巻揚機深度計。
深さは600ｍ。日立製作所製。

鉱山資料館内に展示されている削岩
機。日立製作所製のものも見受けら
れる。

第1竪坑（手前）と第11竪坑（奥）。
鉱山の大動脈としての役割を果たした。
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と
し
て
諸
設
備
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機
械
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推
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進
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坑
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、
削
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機
、
溶
鉱
炉

の
送
風
機
な
ど
、
鉱
山
開
発
の
た
め
の
技
術
を
振
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み
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と
面
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ど
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も
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が
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そ
の
技
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は
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を
経
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現
代
に
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、
脈
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と
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ち
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よ
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で
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に
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亜
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は
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空
に
拡
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こ
と
と
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。
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の
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、
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、
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の
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が
、

現
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の
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の
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と
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。
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公
害
問
題
は
常
に
新
し
い
。
そ
れ
は
、
人
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に
背
負
わ

さ
れ
た
十
字
架
に
も
似
て
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る
」と
は
久
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の
遺の
こ
し
た
言
葉

だ
が
、
環
境
問
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へ
取
り
組
む
姿
勢
も
ま
た
、
現
代
社
会

に
引
き
継
が
れ
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原
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
一
つ
で
あ
る
。

大煙突は日立市のランドマークでもあった。手前は「ダルマ煙突」
（1913年）。煙害を改善できなかったことから、「阿呆煙突」と呼ばれた。


